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近年、新型インフルエンザやエボラ出血熱の流行が取
りざたされ、感染症患者を水際で発見する検疫システ
ムの重要性が注目を集めている。

従来の検疫システムでは、測定に時間がかかってしま
うため、大きな空港で全員を調べることができていな
い。海外からの帰国時には健康状態の自己申告が義務
づけられているものの、客観性を欠くという問題があ
る。また、発熱を見抜くためにサーモグラフィーが用
いられているが、飲酒や日焼けの影響を受けるほか、
解熱剤で一時的に発熱を抑えている人を見抜けないと
いった問題点がある。

そこで、サーモグラフィーで顔の表面温度を測定する
だけでなく、小型ドップラーレーダー（24GHz、
10mW） または光電脈波センサーで脈拍を測定し、
小型ドップラーレーダーで腹部の動きから呼吸数を測
定し、感染症スクリーニングを行うシステム（図１参
照）を開発した。自衛隊中央病院のインフルエンザ入
院患者57名と35名の健常者を対象に、診断用ニュー
ラルネットワークを搭載した本システムでスクリーニ
ングを行った結果、抗ウイルス薬の服用で約半数が平
熱であったにも関わらず、98％の精度で患者を判別
可能であった。（J Infect 2010, 2012, 2015）

本システムは５秒～10秒程度の短時間で判別ができ
るだけでなく、接触を必要としないため二次感染のリ
スクを抑えることができる。ノートパソコン程度の大
きさの「KAZEKAMO」（図２参照）が成田国際空港
クリニックで試験的に運用されている。
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化学肥料を使わない有機農業は、一般的に環境や
人体への悪影響は低減できるが収穫量が少ないた
め、普及がなかなか進んでいなかった。また、細
菌が少ない汚染された土では作物が育ちにくい
が、これまでは細菌の量を科学的に把握する術が
なく、肥料のまき方など良い土壌作りの工夫は農
家の勘や経験に頼るしかなかった。

そこで、土壌の環境DNAや環境物質を抽出し、
その量から細菌の数や植物の成育に欠かせない硝
酸やリンを細菌が作り出す能力等の19項目を数
値化する、土壌の豊かさの診断法SOFIXを世界で
初めて開発した。この技術をもとに、適切な有機
肥料の種類や量をアドバイスするサービスを民間
企業と共同で提供しており、依頼から約２週間で
土壌の状態を100点満点で評価することができる。

実際にこのSOFIXを活用すると、トマトやキャベ
ツの有機栽培で化学肥料栽培に匹敵する収穫量を
達成し、味や栄養価も高まるといった結果が出て
おり、有機栽培での安定した収穫量と品質が見込
める。

さらに、地域の特性に応じた有機栽培システムの
構築に着手しており、今後は国内だけでなく海外
も対象に栽培モデルの確立に取り組んでいく。再
現性の高い科学的手法を農業に取り入れること
で、食糧自給率の向上につながることが期待される。
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図１　�土壌の違いによるトマト保存性と収穫量の違い
　　　A：化学栽培したトマトの保存安定性
　　　B：�SOFIX有機栽培したトマトの保存安定性
　　　C：農地の違いによる収穫量の違い

図２　物質循環と環境微生物の関係

図３　SOFIXに基づく物質循環農法の立ち位置

図１　�那覇空港検疫所で試験運用した初期型・
感染症スクリーニングシステム

図２　KAZEKAMO（ノートPCの大きさ）
　　　（成田国際空港クリニックで稼働中）
　　　Ｐ：光電脈波センサー
　　　Ｔ：サーモグラフィ
　　　Ｒ：小型レーダー
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